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そ

ダウンが図れた。また

の

、市
内で発生した流化

他

水素での自損事故にお

　

いて使用し効果を上げ

】

た。

Ａ：成果があがっ

【

た

協働： 】

目的・目標 事業の概要

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成

１

17年度 平成18年度

.

平成19年度 平成20

事

年度 平成21年度 平成

業

22年度 平成23年度

の

目

標

実

績

指標名 単位

説

位

明・算定式

成果指標①

置

平成17年度 平成18

付

年度 平成19年度 平成

け

20年度 平成21年度

事

平成22年度 平成23

務

年度
目

標

実

績

指標名 単

事

位

説明・算定式

成果指

業

標② 平成17年度 平成

名

18年度 平成19年度

事

平成20年度 平成21

業

年度 平成22年度 平成

担

23年度
目

標

実

績

当

予

進捗状況
遅れ

算

ている理由

平成19年

科

度の主な取組と成果

平

目

成19年度
の検証結果

事

平成20年度  実施

業

計画事業評価シート 頁

種

高度救助資機材等整備

類

事業

消防本部　消防総

ハ

務課

01－09010 ー1－020000 ○ ●ド

05 基本目標５　　安

ソ

全で、みんなが快適に

フ

暮らせるまち
総合計画

ト

の
01 ①〈安　全〉　

根

災害に強い安全なまち

拠

づくりを進める
位置付

法

け
03 3 迅速かつ的

令

確な消防・水防と救急

等

・救助、救援の体制を

対

充実する

市民

□ □ □ □

象

高度救助資機材などが

・

整備され、複雑多様化

受

する災害・事故に 多様

益

化・複雑化する災害に

者

対応するために、最新

事

高度救助資機
対応でき

業

る環境が整っています

期

。 材を整備します。

高

間

度救助資機材配備数 機

委

H19：化学防護服、

託

H20：救助用送排風

、

機、H21：充電式油

協

圧救助器具（６種）、

働

パワーライト

1 2 4

1

【

高度救助資機材整備進

委

捗率 ％

平成23年度を

託

100％とした整備進

：

捗率。
H19：（整備

3

）20％、H20：（

セ

整備）20％、H21

ク

：（整備）20％、H

・

22（整備）20％、

財

H23（整備）20％

団

20 40 60

20

①：

企

予定どおり

特殊災害に

業

対応するための陽圧式

Ｎ

化学防護服を整備し、

Ｐ

従来品と比較して、性

Ｏ

能は変わらずにコスト
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位

,306 0 0

0.00

施

0.00 96.97

0

策

.00 0.00 0.4

へ

0 0.40 0.40 0

の

.00 0.00

0.0

貢

0 0.00 0.00 0

献

.00 0.00 0.0

高

0 0.00

0 0 3,3

市

57 3,357 3,3

民

57 0 0

0 0 4,82

満

7 4,678 4,66

足

3 0 0

● ○ ○ ○ ○ ○ ○

度

本市は高度救助資機材

を

の整備がまだ十分では

高

なく、継続的な高度救

め

助資機材の整備が必要

る

である。

原材料の高騰

方

により各種資機材の価

策

格が上昇しており、計

業

画額では予定通りの事

有

業が困難になってきて

効

いる。今後、導入にあ

性

た
り資機材の導入コス

継

トの精査を行い、コス

続

トの削減策等を講じて

に

いきたい。

災害の大規

よ

模化や住民ニーズの多

る

様化など、消防を取り

成

巻く環境は大きく変化

果

している。この変化に

向

的確に対応
し、住民の

上

生命・財産を守るとい

の

う消防の責務を果たし

可

ていくため、最新高度

能

救助資機材を計画的に

性

整備してい
く。

低
その他

事業の目的､対象､内容
分 高

受益者負担､補助額
妥当性 中

業務の執行体制(人員配置､業務分担)
低

その他
析

業務プロセス改善による効率化の方策
高

コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
低

その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平

項

成20年度 平成21年

目

度 平成22年度 平成2

分

3年度

決算額 決算額 決

析

算額 予算額 計画額 計画

の

額 計画額

事業内容

国庫

視

支出金
財

県支出金
源

起

点

債
内

その他　特財
訳

一

左

般財源

事業費（A）

執

記

行率（%）

内 職員（人

の

）

訳 再任用（人）

人件

視

費（B）

フルコスト（

点

A+B）

に関

４.今後の事業展

す

開（担当課としての提

る

案）
平成21年度の事

分

業の方向性

現状の規模

析

で継続 拡大して継続 縮

・

小して継続 廃止 休止 終

課

了 他事業と統合

＜判断

題

理由＞

平成21年度の

の

取組方針

課長コメント

抽

□ 消防でしか初動対応

出

できない災害に対し、

総

高度救助資機
●□ 材の

合

整備・充実を図る必要

評

がある。

■ ○
□
□ 高度

価

救助資機材は高価なも

市

のが多いため、事業を

民

継続す
●□ ることで、

ニ

より効果的な消防活動

ー

ができる体制が整えら

ズ

■ れる。 ○
□
■ 近年の

高

都市構造の変化に伴い

事

災害も複雑多様化して

業

おり
●

□ 、それらの災

目

害に対応するための高

的

度救助資機材の整備
○

の

□ が必要である。
○

□

達

■ 消防車両の整備と関

成

連させた高度救助資機

状

材整備を実施
○

□ する

況

ことで、より効率的な

必

事業の推進が図られる

要

。
●

□
○

□

各種災害が

性

複雑多様化され、刻々

市

と変化して行く中、今

の

後どのような高度救助

関

資機材を整備していく

与

のか研究・調査が必要

の

であ
る。

最新高度救助

必

資機最新高度救助資機

要

最新高度救助資機

材の

性

整備 材の整備 材の整備

低

0 0 0 0 0 0 0

0 0 7

事

35 660 653 0 0

そ

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0

の

0 0 0 0

0 0 735 6

他

61 653 0 0

0 0 1

上

,470 1,321 1




